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ー御社は、三菱電機グループの幅広
い製品・サービス全般の開発・設計を
担われている会社と承知しておりま
す。始めに、御社の三菱電機グループ
における役割について、お教えいただ
けますか。

齊藤　当社の三菱電機グループにおけ
る役割についてご説明するためには、
まず、三菱電機グループがどのように
お客様に製品やサービスをお届けして
いるかをご説明する必要があります。
三菱電機グループでは、それぞれのグ
ループ会社や販売パートナー会社が独
自の役割を担っています。例えば、営業
活動について、三菱電機グループの会社
が直接営業活動を行う分野も数多くあ
りますが、ファクトリーオートメーション

（FA）や空調関係については、三菱電機
代理店や販売パートナー会社を通じて
間接営業を行っています。
　また、保守に関しても、三菱電機の
グループ会社が、発電所から製造工場、
上下水道設備、ビル、鉄道まで、電気
設備の保守をトータルでサポートして
います。三菱電機グループは、家電から
宇宙までの幅広い事業分野の製品やシ
ステムを扱っているため、事業ごとに各
社の役割分担は異なるのですが、営業、
開発、設計、製造、品質保証、ロジス
ティックス、保守といったそれぞれの役
割を持ってビジネスを展開しています。
こうした三菱電機グループの中で、

当社は、受注前後におけるソリュー
ションエンジニアリング（SE）とハード
ウェアを中心とした開発設計を担って
います。

ー三菱電機株式会社（以下「三菱
電機」という）にも技術部門があると
思うのですが、御社との役割分担はど
のようになっているのでしょうか。

齊藤 三菱電機にも技術部門や設計部
門がありますが、当社とは、事業ごとに
水平分業又は垂直分業を行い、最適な
フォーメーションで連携しています。
また、機械構造設計や電子回路・基板
などのハードウェア設計については、
ほとんど当社で行っていますし、三菱
電機の研究開発部門との役割分担もあ
ります。この研究開発部門では、数十
年後の未来を見据えた基礎研究など、

長期的な視野に立った研究開発を実施
しています。これに対し、当社では、
現在の製品やサービスの向上に直結す
る短期的な研究開発を行っています。
もちろん、長期的なテーマを現在の製
品やサービスにつなげる必要もあるの
で、当社と三菱電機の研究開発部門本
部が連携することも数多くあります
し、宇宙開発とIT、家電では、長期・
短期の期間もかなり異なります。した
がって、一概には言えませんが、常に
最適な役割分担を考えながら連携を
図っており、三菱電機と当社の間での
人材交流も活発に行われています。

ーここで、御社の経営理念について
お伺いしたいと思います。御社の企業
理念は、「三菱電機エンジニアリングは
人と技術と品質で信頼を築きます。」と
なっており、三菱電機グループの企業
理念「私たち三菱電機グループは、た
ゆまぬ技術革新と限りない創造力によ
り、活力とゆとりある社会の実現に貢
献します。」とは異なるものとなってい
ます。この関係をどのように考えたら
いいのでしょうか。

齊藤 私は、新入社員研修などの際に
企業理念の話をするのですが、まず
我々は、「三菱電機エンジニアリングの
一員」である前に、「三菱電機グループ

の一員」であり、さらに「三菱グループ
の一員」であることを意識しなければ
ならない、と言っています。そして、
三菱グループには、三菱第四代社長の
岩崎小彌太の訓諭を基に、1934年に制
定された根本理念「三綱領」があり、
これが最上位の理念です。その内容は、
「所期奉公」（期するところは社会への
貢献）、「処事光明」（フェアープレイに徹
する）、「立業貿易」（グローバルな視野
に立って）という三点です。この理念
の下に、三菱電機グループの企業理念
があり、さらに三菱電機エンジニア
リングの企業理念があります。特に
判断に迷うような場合には、「三綱領」
に戻って考えるべきである、ということ
を全社員、特に管理職には常々伝えて
います。

ー御社は、社員の皆様の約8割が技術
者という「技術者集団」であると承知し
ていますが、どのようにイノベーション
を起こしているのでしょうか。

齊藤　三菱電機グループは、「家電から
宇宙まで」幅広い分野を対象とする総合
電機メーカーです。それぞれの事業分野
で専業のメーカーと競争していくために
は、グループ内の様々な分野の技術のシ
ナジーをいかに起こすか、多様な技術を
持っている社員がいかに連携するか、と
いうことが重要となってきます。事業ス
タイルは、家電と宇宙では全く異なりま
すが、「パワーエレクトロニクス」「電子
回路」「Computer Aided Engineering
（CAE）」など、個別の「技術」に着目
すれば、ベテランから若手まで、様々な
事業に携わっている社員が、フラットか
つフランクに話をすることができます。
　当社では、産学連携やオープンイノ
ベーションも積極的に行っております
が、社内連携でイノベーションを起こす場
合には、利害相反のトラブルなども起こ
らない、というメリットがあります。
当社の技術推進部では、当社が保有し
ている技術情報を取り纏めてマップ化

しており、三菱電機が保有している技
術情報との共有化も開始しておりま
す。毎年この内容を更新して、グループ
内で同じような技術開発を重複して行
うことを防いでいます。さらに、特定の
技術に関して、特に優れた社員がいる
場合には、その社員を本社の研究部門
に異動させて研究させるのではなく、
その社員のいるところに事業所横断的
な「プロジェクトチーム」を作り、研
究資金もつけて技術開発を行わせるこ
ともあります。
　先ほど申し上げた「パワーエレクト
ロニクス」「電子回路」「CAE」といった
技術に関しては、事業所横断的に、ベ
テラン社員から若手社員まで参加す
る「技術部会」というものを設け、
様々な意見交換や勉強会を開くシステ
ムを作っています。現在、7つの「技
術部会」が活動を続けており、年に1
回、1日かけて研究成果の発表会を行い
ます。その際は、私や副社長、さらに
は三菱電機の経営層も参加します。

ーその技術部会には、どの程度の人
が集まるのですか。

齊藤 当社の様々な事業所で行うの
で、現地に行くことが可能な社員は
現地参加しますし、現地参加が難しい
人は、オンライン会議で参加します。
大体100人から200人くらいの参加者
数となります。

　ベテラン社員の知恵をいかに伝承す
るかというのは、大きな経営課題の一
つです。例えば、ある製品・システム
で品質問題が起きて、原因究明や対策
検討が難航したときに、技術部会の異
なる事業分野の有識者に相談し、解決
の助言を貰う、といったことも実際起
こっています。ベテラン社員の頭の中
には、過去の成功事例や失敗事例が数
多く蓄えられており、適切なアドバイ
スができるのです。製品やサービスが
長期的に品質を維持し機能を発揮し続
けるためには、何かトラブルが生じた
際のベテランの勘、ノウハウといった
アナログの部分が重要であり、結果と
してお客様の信頼を得ることにつなが
ると考えています。

ー御社では、中期ビジョンを作って
おられるとお聞きしましたが、これに
ついてご説明いただけますか。

齊藤 当社では、2022年に、2027年度
を目標年度とする5年間の中期ビジョン
を作りました。その基本方針は、「人と
技術をつなぎ、挑戦と変革により、さ
らなる価値を追求する」です。要点は
三点あります。まず、「人と技術をつな
ぎ」というのは、総合エンジニアリン
グ会社としての強みを生かすために
も、連携を強化、発展させていこうと
いうことです。次に、「挑戦と変革」と
いうのは、新しい技術や新しい事業
に、もっとチャレンジしていこう、とい
うことです。そのためには、変革を恐
れず、三菱電機グループの中でもっと
アグレッシブな提案型パートナーになる
べきだ、という意味を込めています。
最後の「さらなる価値を追求する」と
は、従来の中期経営計画にあった「顧
客価値の最大化」だけでなく、「顧客」
「社員」「社会」「株主」の４つのステー
クホルダーの価値の最大化を図ろう、
という意味です。当社の場合、顧客と
株主がほぼ同じなので、3つのステーク
ホルダーになるかもしれませんが、企業
が健全に成長していくためには、極め
て重要な理念だと思っています。

ー御社の社風や人材育成に関して、お
教えいただけますか。

齊藤　私は、3年前に三菱電機から当社
に来て、2年くらい前から副社長と分担
して、事業所の部長や課長との意見交
換会を実施していますが、そういった
際につくづく感じるのは、「当社の社員
は仲がいい」ということです。また、
高等専門学校（高専）出身の社員が多
いのも当社の特徴であり、幹部にも高
専出身者が多く含まれています。今後
も高専出身の方を積極的に採用してい
きたいと考えています。当社は、高専
出身者と4年制大学卒業者を区別しませ
ん。初任給は年齢の関係もあり若干違
いますが、その後は個々人の能力と頑
張り次第で給与が決まります。
さらに、全社員を対象として資格取得
奨励制度を設けており、博士号やMBA
のような高度な資格から、簿記等の業務
上必要な資格まで、約400の資格を対象
として、資格試験の受験料や通学費等を

補助したり、会社認定資格取得者に対す
る表彰を行うなど、社員のスキルアップ
を積極的に支援しています。

ー最後に、齊藤様ご自身のお話をお
聞きしたいと思います。齊藤様の三菱
グループを愛する心は、ひしひしと伝
わるのですが、特にここが好きだ、と
いう点はありますか。

齊藤　三菱電機グループに入って、先輩
や上司に恵まれ、様々なことを教えて
いただきました。「人事を尽くして天命
を待つ」という言葉がありますが、ある
先輩から、「天命を信じて人事を尽くす」
と教わりました。「神様が助けてくれる
はずだから、しっかり頑張ろう」とい
う大先輩の言葉は、私の座右の銘です。
また、三菱電機グループには、「マイ
パーパス活動」というものがあり、私
のマイパーパスは、「かけがえのない存
在である従業員一人ひとりが、心身と

齊藤  譲 氏代表取締役 取締役社長

「家電から宇宙まで」
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三菱電機エンジニアリング株式会社様は、1962年の創業以来、三菱電機グループの家電から宇宙までの幅広い事業分野の
製品やシステムの開発・設計関連業務を担い、成長を続けておられます。
同社にとっての財産は、「技術・ノウハウ」と、これを支える「人材」であり、様々な専門知識を持つ老若男女併せて
5,000名を超えるエンジニアが、培った技術力やリソースを全社で連携し相互活用することで、ニーズに応じた製品や
サービスをお客様に届けておられます。
同社の代表取締役 取締役社長である齊藤譲様は、「我々は、三菱電機エンジニアリング株式会社の一員である前に、
三菱電機グループの一員であり、さらに三菱グループの一員であるという意識を持たねばならない」とおっしゃいます。
今回のインタビューでは、「三菱グループの根本理念である『三綱領』を基盤として企業経営を行っている」とおっしゃる
齊藤譲様から、「技術者集団」三菱電機エンジニアリング株式会社の経営戦略について、じっくりお話を伺いました。

もに健やかに働ける会社にする」とい
うものです。そのための環境整備に努
力しています。

ー本日は、お忙しい中、大変ありが
とうございました。

三菱電機
エンジニアリング株式会社は、
三菱電機グループの
不可欠な要素

社員を大切にするのが
三菱電機グループの伝統

一人一人の社員の
将来像に資する人材育成

さん  こう りょう

私は、今まで三菱電機グループの方

とお会いしたことがなかったため、

齊藤様から伺った三菱電機グループの

仕事のやり方は、大変興味深いお話

でした。特に、三菱グループには、

1934年に制定された根本理念「三綱

領」が現在も生きていることを知り、

感銘を受けました。長い歴史を持つ

老舗企業には、バックボーンがあるの

だな、と感じました。

今回のインタビューで最も印象的

だったのは、三菱電機グループが社員

を大切にする伝統を有していることで

あり、齊藤様ご自身がそれを実践して

いると思いました。

聞き手：当協会専務理事
前野 陽一
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ー御社は、三菱電機グループの幅広
い製品・サービス全般の開発・設計を
担われている会社と承知しておりま
す。始めに、御社の三菱電機グループ
における役割について、お教えいただ
けますか。

齊藤　当社の三菱電機グループにおけ
る役割についてご説明するためには、
まず、三菱電機グループがどのように
お客様に製品やサービスをお届けして
いるかをご説明する必要があります。
三菱電機グループでは、それぞれのグ
ループ会社や販売パートナー会社が独
自の役割を担っています。例えば、営業
活動について、三菱電機グループの会社
が直接営業活動を行う分野も数多くあ
りますが、ファクトリーオートメーション

（FA）や空調関係については、三菱電機
代理店や販売パートナー会社を通じて
間接営業を行っています。
　また、保守に関しても、三菱電機の
グループ会社が、発電所から製造工場、
上下水道設備、ビル、鉄道まで、電気
設備の保守をトータルでサポートして
います。三菱電機グループは、家電から
宇宙までの幅広い事業分野の製品やシ
ステムを扱っているため、事業ごとに各
社の役割分担は異なるのですが、営業、
開発、設計、製造、品質保証、ロジス
ティックス、保守といったそれぞれの役
割を持ってビジネスを展開しています。
　こうした三菱電機グループの中で、
当社は、受注前後におけるソリュー
ションエンジニアリング（SE）とハード
ウェアを中心とした開発設計を担って
います。

ー三菱電機株式会社（以下「三菱
電機」という）にも技術部門があると
思うのですが、御社との役割分担はど
のようになっているのでしょうか。

齊藤　三菱電機にも技術部門や設計部
門がありますが、当社とは、事業ごとに
水平分業又は垂直分業を行い、最適な
フォーメーションで連携しています。
また、機械構造設計や電子回路・基板
などのハードウェア設計については、
ほとんど当社で行っていますし、三菱
電機の研究開発部門との役割分担もあ
ります。この研究開発部門では、数十
年後の未来を見据えた基礎研究など、

長期的な視野に立った研究開発を実施
しています。これに対し、当社では、
現在の製品やサービスの向上に直結す
る短期的な研究開発を行っています。
もちろん、長期的なテーマを現在の製
品やサービスにつなげる必要もあるの
で、当社と三菱電機の研究開発部門本
部が連携することも数多くあります
し、宇宙開発とIT、家電では、長期・
短期の期間もかなり異なります。した
がって、一概には言えませんが、常に
最適な役割分担を考えながら連携を
図っており、三菱電機と当社の間での
人材交流も活発に行われています。

ーここで、御社の経営理念について
お伺いしたいと思います。御社の企業
理念は、「三菱電機エンジニアリングは
人と技術と品質で信頼を築きます。」と
なっており、三菱電機グループの企業
理念「私たち三菱電機グループは、た
ゆまぬ技術革新と限りない創造力によ
り、活力とゆとりある社会の実現に貢
献します。」とは異なるものとなってい
ます。この関係をどのように考えたら
いいのでしょうか。

齊藤　私は、新入社員研修などの際に
企業理念の話をするのですが、まず
我々は、「三菱電機エンジニアリングの
一員」である前に、「三菱電機グループ

の一員」であり、さらに「三菱グループ
の一員」であることを意識しなければ
ならない、と言っています。そして、
三菱グループには、三菱第四代社長の
岩崎小彌太の訓諭を基に、1934年に制
定された根本理念「三綱領」があり、
これが最上位の理念です。その内容は、
「所期奉公」（期するところは社会への
貢献）、「処事光明」（フェアープレイに徹
する）、「立業貿易」（グローバルな視野
に立って）という三点です。この理念
の下に、三菱電機グループの企業理念
があり、さらに三菱電機エンジニア
リングの企業理念があります。特に
判断に迷うような場合には、「三綱領」
に戻って考えるべきである、ということ
を全社員、特に管理職には常々伝えて
います。

ー御社は、社員の皆様の約8割が技術
者という「技術者集団」であると承知し
ていますが、どのようにイノベーション
を起こしているのでしょうか。

齊藤　三菱電機グループは、「家電から
宇宙まで」幅広い分野を対象とする総合
電機メーカーです。それぞれの事業分野
で専業のメーカーと競争していくために
は、グループ内の様々な分野の技術のシ
ナジーをいかに起こすか、多様な技術を
持っている社員がいかに連携するか、と
いうことが重要となってきます。事業ス
タイルは、家電と宇宙では全く異なりま
すが、「パワーエレクトロニクス」「電子
回路」「Computer Aided Engineering
（CAE）」など、個別の「技術」に着目
すれば、ベテランから若手まで、様々な
事業に携わっている社員が、フラットか
つフランクに話をすることができます。
　当社では、産学連携やオープンイノ
ベーションも積極的に行っております
が、社内連携でイノベーションを起こす場
合には、利害相反のトラブルなども起こ
らない、というメリットがあります。
当社の技術推進部では、当社が保有し
ている技術情報を取り纏めてマップ化

しており、三菱電機が保有している技
術情報との共有化も開始しておりま
す。毎年この内容を更新して、グループ
内で同じような技術開発を重複して行
うことを防いでいます。さらに、特定の
技術に関して、特に優れた社員がいる
場合には、その社員を本社の研究部門
に異動させて研究させるのではなく、
その社員のいるところに事業所横断的
な「プロジェクトチーム」を作り、研
究資金もつけて技術開発を行わせるこ
ともあります。
　先ほど申し上げた「パワーエレクト
ロニクス」「電子回路」「CAE」といった
技術に関しては、事業所横断的に、ベ
テラン社員から若手社員まで参加す
る「技術部会」というものを設け、
様々な意見交換や勉強会を開くシステ
ムを作っています。現在、7つの「技
術部会」が活動を続けており、年に1
回、1日かけて研究成果の発表会を行い
ます。その際は、私や副社長、さらに
は三菱電機の経営層も参加します。

ーその技術部会には、どの程度の人
が集まるのですか。

齊藤　当社の様々な事業所で行うの
で、現地に行くことが可能な社員は
現地参加しますし、現地参加が難しい
人は、オンライン会議で参加します。
大体100人から200人くらいの参加者
数となります。

　ベテラン社員の知恵をいかに伝承す
るかというのは、大きな経営課題の一
つです。例えば、ある製品・システム
で品質問題が起きて、原因究明や対策
検討が難航したときに、技術部会の異
なる事業分野の有識者に相談し、解決
の助言を貰う、といったことも実際起
こっています。ベテラン社員の頭の中
には、過去の成功事例や失敗事例が数
多く蓄えられており、適切なアドバイ
スができるのです。製品やサービスが
長期的に品質を維持し機能を発揮し続
けるためには、何かトラブルが生じた
際のベテランの勘、ノウハウといった
アナログの部分が重要であり、結果と
してお客様の信頼を得ることにつなが
ると考えています。

ー御社では、中期ビジョンを作って
おられるとお聞きしましたが、これに
ついてご説明いただけますか。

齊藤　当社では、2022年に、2027年度
を目標年度とする5年間の中期ビジョン
を作りました。その基本方針は、「人と
技術をつなぎ、挑戦と変革により、さ
らなる価値を追求する」です。要点は
三点あります。まず、「人と技術をつな
ぎ」というのは、総合エンジニアリン
グ会社としての強みを生かすために
も、連携を強化、発展させていこうと
いうことです。次に、「挑戦と変革」と
いうのは、新しい技術や新しい事業
に、もっとチャレンジしていこう、とい
うことです。そのためには、変革を恐
れず、三菱電機グループの中でもっと
アグレッシブな提案型パートナーになる
べきだ、という意味を込めています。
最後の「さらなる価値を追求する」と
は、従来の中期経営計画にあった「顧
客価値の最大化」だけでなく、「顧客」
「社員」「社会」「株主」の４つのステー
クホルダーの価値の最大化を図ろう、
という意味です。当社の場合、顧客と
株主がほぼ同じなので、3つのステーク
ホルダーになるかもしれませんが、企業
が健全に成長していくためには、極め
て重要な理念だと思っています。

ー御社の社風や人材育成に関して、お
教えいただけますか。

齊藤　私は、3年前に三菱電機から当社
に来て、2年くらい前から副社長と分担
して、事業所の部長や課長との意見交
換会を実施していますが、そういった
際につくづく感じるのは、「当社の社員
は仲がいい」ということです。また、
高等専門学校（高専）出身の社員が多
いのも当社の特徴であり、幹部にも高
専出身者が多く含まれています。今後
も高専出身の方を積極的に採用してい
きたいと考えています。当社は、高専
出身者と4年制大学卒業者を区別しませ
ん。初任給は年齢の関係もあり若干違
いますが、その後は個々人の能力と頑
張り次第で給与が決まります。
　さらに、全社員を対象として資格取得
奨励制度を設けており、博士号やMBA
のような高度な資格から、簿記等の業務
上必要な資格まで、約400の資格を対象
として、資格試験の受験料や通学費等を

補助したり、会社認定資格取得者に対す
る表彰を行うなど、社員のスキルアップ
を積極的に支援しています。

ー最後に、齊藤様ご自身のお話をお
聞きしたいと思います。齊藤様の三菱
グループを愛する心は、ひしひしと伝
わるのですが、特にここが好きだ、と
いう点はありますか。

齊藤　三菱電機グループに入って、先輩
や上司に恵まれ、様々なことを教えて
いただきました。「人事を尽くして天命
を待つ」という言葉がありますが、ある
先輩から、「天命を信じて人事を尽くす」
と教わりました。「神様が助けてくれる
はずだから、しっかり頑張ろう」とい
う大先輩の言葉は、私の座右の銘です。
また、三菱電機グループには、「マイ
パーパス活動」というものがあり、私
のマイパーパスは、「かけがえのない存
在である従業員一人ひとりが、心身と

もに健やかに働ける会社にする」とい
うものです。そのための環境整備に努
力しています。

ー本日は、お忙しい中、大変ありが
とうございました。

三菱グループの一員として、
「三綱領」が経営の基本
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会員企業トップインタビュー

ー御社は、三菱電機グループの幅広
い製品・サービス全般の開発・設計を
担われている会社と承知しておりま
す。始めに、御社の三菱電機グループ
における役割について、お教えいただ
けますか。
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まず、三菱電機グループがどのように
お客様に製品やサービスをお届けして
いるかをご説明する必要があります。
三菱電機グループでは、それぞれのグ
ループ会社や販売パートナー会社が独
自の役割を担っています。例えば、営業
活動について、三菱電機グループの会社
が直接営業活動を行う分野も数多くあ
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社の役割分担は異なるのですが、営業、
開発、設計、製造、品質保証、ロジス
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のマイパーパスは、「かけがえのない存
在である従業員一人ひとりが、心身と

もに健やかに働ける会社にする」とい
うものです。そのための環境整備に努
力しています。

ー本日は、お忙しい中、大変ありが
とうございました。

三菱グループの一員として、
「三綱領」が経営の基本

解析CAE技術部会フォーラムの現地参加者状況

社員間の連携が
イノベーションを起こす

人と技術をつなぎ、
挑戦と変革により、
さらなる価値を追求する

しょき ほうこう

こうめいしょじ

りつぎょうぼうえき

齊藤  譲（さいとう  ゆずる）

1962年生まれ。

1986年早稲田大学理工学部工業経営学科卒業後、三菱電機

株式会社に入社。2015年同社通信システムエンジニアリング

センター長、2018年同社通信システム事業部長、2020年

同社常務執行役半導体・デバイス事業本部長、2022年三菱

電機エンジニアリング株式会社代表取締役 取締役副社長。

2023年4月同社代表取締役 取締役社長に就任、現在に至る。

クライアントの要望に応じて自社のコア技術を組み合わせ、ものづくりをトータルでサポート
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ー御社は、三菱電機グループの幅広
い製品・サービス全般の開発・設計を
担われている会社と承知しておりま
す。始めに、御社の三菱電機グループ
における役割について、お教えいただ
けますか。

齊藤　当社の三菱電機グループにおけ
る役割についてご説明するためには、
まず、三菱電機グループがどのように
お客様に製品やサービスをお届けして
いるかをご説明する必要があります。
三菱電機グループでは、それぞれのグ
ループ会社や販売パートナー会社が独
自の役割を担っています。例えば、営業
活動について、三菱電機グループの会社
が直接営業活動を行う分野も数多くあ
りますが、ファクトリーオートメーション

（FA）や空調関係については、三菱電機
代理店や販売パートナー会社を通じて
間接営業を行っています。
　また、保守に関しても、三菱電機の
グループ会社が、発電所から製造工場、
上下水道設備、ビル、鉄道まで、電気
設備の保守をトータルでサポートして
います。三菱電機グループは、家電から
宇宙までの幅広い事業分野の製品やシ
ステムを扱っているため、事業ごとに各
社の役割分担は異なるのですが、営業、
開発、設計、製造、品質保証、ロジス
ティックス、保守といったそれぞれの役
割を持ってビジネスを展開しています。
こうした三菱電機グループの中で、

当社は、受注前後におけるソリュー
ションエンジニアリング（SE）とハード
ウェアを中心とした開発設計を担って
います。

ー三菱電機株式会社（以下「三菱
電機」という）にも技術部門があると
思うのですが、御社との役割分担はど
のようになっているのでしょうか。

齊藤 三菱電機にも技術部門や設計部
門がありますが、当社とは、事業ごとに
水平分業又は垂直分業を行い、最適な
フォーメーションで連携しています。
また、機械構造設計や電子回路・基板
などのハードウェア設計については、
ほとんど当社で行っていますし、三菱
電機の研究開発部門との役割分担もあ
ります。この研究開発部門では、数十
年後の未来を見据えた基礎研究など、

長期的な視野に立った研究開発を実施
しています。これに対し、当社では、
現在の製品やサービスの向上に直結す
る短期的な研究開発を行っています。
もちろん、長期的なテーマを現在の製
品やサービスにつなげる必要もあるの
で、当社と三菱電機の研究開発部門本
部が連携することも数多くあります
し、宇宙開発とIT、家電では、長期・
短期の期間もかなり異なります。した
がって、一概には言えませんが、常に
最適な役割分担を考えながら連携を
図っており、三菱電機と当社の間での
人材交流も活発に行われています。

ーここで、御社の経営理念について
お伺いしたいと思います。御社の企業
理念は、「三菱電機エンジニアリングは
人と技術と品質で信頼を築きます。」と
なっており、三菱電機グループの企業
理念「私たち三菱電機グループは、た
ゆまぬ技術革新と限りない創造力によ
り、活力とゆとりある社会の実現に貢
献します。」とは異なるものとなってい
ます。この関係をどのように考えたら
いいのでしょうか。

齊藤 私は、新入社員研修などの際に
企業理念の話をするのですが、まず
我々は、「三菱電機エンジニアリングの
一員」である前に、「三菱電機グループ

の一員」であり、さらに「三菱グループ
の一員」であることを意識しなければ
ならない、と言っています。そして、
三菱グループには、三菱第四代社長の
岩崎小彌太の訓諭を基に、1934年に制
定された根本理念「三綱領」があり、
これが最上位の理念です。その内容は、
「所期奉公」（期するところは社会への
貢献）、「処事光明」（フェアープレイに徹
する）、「立業貿易」（グローバルな視野
に立って）という三点です。この理念
の下に、三菱電機グループの企業理念
があり、さらに三菱電機エンジニア
リングの企業理念があります。特に
判断に迷うような場合には、「三綱領」
に戻って考えるべきである、ということ
を全社員、特に管理職には常々伝えて
います。

ー御社は、社員の皆様の約8割が技術
者という「技術者集団」であると承知し
ていますが、どのようにイノベーション
を起こしているのでしょうか。

齊藤　三菱電機グループは、「家電から
宇宙まで」幅広い分野を対象とする総合
電機メーカーです。それぞれの事業分野
で専業のメーカーと競争していくために
は、グループ内の様々な分野の技術のシ
ナジーをいかに起こすか、多様な技術を
持っている社員がいかに連携するか、と
いうことが重要となってきます。事業ス
タイルは、家電と宇宙では全く異なりま
すが、「パワーエレクトロニクス」「電子
回路」「Computer Aided Engineering
（CAE）」など、個別の「技術」に着目
すれば、ベテランから若手まで、様々な
事業に携わっている社員が、フラットか
つフランクに話をすることができます。
　当社では、産学連携やオープンイノ
ベーションも積極的に行っております
が、社内連携でイノベーションを起こす場
合には、利害相反のトラブルなども起こ
らない、というメリットがあります。
当社の技術推進部では、当社が保有し
ている技術情報を取り纏めてマップ化

しており、三菱電機が保有している技
術情報との共有化も開始しておりま
す。毎年この内容を更新して、グループ
内で同じような技術開発を重複して行
うことを防いでいます。さらに、特定の
技術に関して、特に優れた社員がいる
場合には、その社員を本社の研究部門
に異動させて研究させるのではなく、
その社員のいるところに事業所横断的
な「プロジェクトチーム」を作り、研
究資金もつけて技術開発を行わせるこ
ともあります。
　先ほど申し上げた「パワーエレクト
ロニクス」「電子回路」「CAE」といった
技術に関しては、事業所横断的に、ベ
テラン社員から若手社員まで参加す
る「技術部会」というものを設け、
様々な意見交換や勉強会を開くシステ
ムを作っています。現在、7つの「技
術部会」が活動を続けており、年に1
回、1日かけて研究成果の発表会を行い
ます。その際は、私や副社長、さらに
は三菱電機の経営層も参加します。

ーその技術部会には、どの程度の人
が集まるのですか。

齊藤 当社の様々な事業所で行うの
で、現地に行くことが可能な社員は
現地参加しますし、現地参加が難しい
人は、オンライン会議で参加します。
大体100人から200人くらいの参加者
数となります。

　ベテラン社員の知恵をいかに伝承す
るかというのは、大きな経営課題の一
つです。例えば、ある製品・システム
で品質問題が起きて、原因究明や対策
検討が難航したときに、技術部会の異
なる事業分野の有識者に相談し、解決
の助言を貰う、といったことも実際起
こっています。ベテラン社員の頭の中
には、過去の成功事例や失敗事例が数
多く蓄えられており、適切なアドバイ
スができるのです。製品やサービスが
長期的に品質を維持し機能を発揮し続
けるためには、何かトラブルが生じた
際のベテランの勘、ノウハウといった
アナログの部分が重要であり、結果と
してお客様の信頼を得ることにつなが
ると考えています。

ー御社では、中期ビジョンを作って
おられるとお聞きしましたが、これに
ついてご説明いただけますか。

齊藤 当社では、2022年に、2027年度
を目標年度とする5年間の中期ビジョン
を作りました。その基本方針は、「人と
技術をつなぎ、挑戦と変革により、さ
らなる価値を追求する」です。要点は
三点あります。まず、「人と技術をつな
ぎ」というのは、総合エンジニアリン
グ会社としての強みを生かすために
も、連携を強化、発展させていこうと
いうことです。次に、「挑戦と変革」と
いうのは、新しい技術や新しい事業
に、もっとチャレンジしていこう、とい
うことです。そのためには、変革を恐
れず、三菱電機グループの中でもっと
アグレッシブな提案型パートナーになる
べきだ、という意味を込めています。
最後の「さらなる価値を追求する」と
は、従来の中期経営計画にあった「顧
客価値の最大化」だけでなく、「顧客」
「社員」「社会」「株主」の４つのステー
クホルダーの価値の最大化を図ろう、
という意味です。当社の場合、顧客と
株主がほぼ同じなので、3つのステーク
ホルダーになるかもしれませんが、企業
が健全に成長していくためには、極め
て重要な理念だと思っています。

ー御社の社風や人材育成に関して、お
教えいただけますか。

齊藤　私は、3年前に三菱電機から当社
に来て、2年くらい前から副社長と分担
して、事業所の部長や課長との意見交
換会を実施していますが、そういった
際につくづく感じるのは、「当社の社員
は仲がいい」ということです。また、
高等専門学校（高専）出身の社員が多
いのも当社の特徴であり、幹部にも高
専出身者が多く含まれています。今後
も高専出身の方を積極的に採用してい
きたいと考えています。当社は、高専
出身者と4年制大学卒業者を区別しませ
ん。初任給は年齢の関係もあり若干違
いますが、その後は個々人の能力と頑
張り次第で給与が決まります。
　さらに、全社員を対象として資格取得
奨励制度を設けており、博士号やMBA
のような高度な資格から、簿記等の業務
上必要な資格まで、約400の資格を対象
として、資格試験の受験料や通学費等を

補助したり、会社認定資格取得者に対す
る表彰を行うなど、社員のスキルアップ
を積極的に支援しています。

ー最後に、齊藤様ご自身のお話をお
聞きしたいと思います。齊藤様の三菱
グループを愛する心は、ひしひしと伝
わるのですが、特にここが好きだ、と
いう点はありますか。

齊藤　三菱電機グループに入って、先輩
や上司に恵まれ、様々なことを教えて
いただきました。「人事を尽くして天命
を待つ」という言葉がありますが、ある
先輩から、「天命を信じて人事を尽くす」
と教わりました。「神様が助けてくれる
はずだから、しっかり頑張ろう」とい
う大先輩の言葉は、私の座右の銘です。
また、三菱電機グループには、「マイ
パーパス活動」というものがあり、私
のマイパーパスは、「かけがえのない存
在である従業員一人ひとりが、心身と

齊藤  譲 氏代表取締役 取締役社長

「家電から宇宙まで」
幅広い分野に対応する技術者集団

［第49回］

三菱電機エンジニアリング株式会社様は、1962年の創業以来、三菱電機グループの家電から宇宙までの幅広い事業分野の
製品やシステムの開発・設計関連業務を担い、成長を続けておられます。
同社にとっての財産は、「技術・ノウハウ」と、これを支える「人材」であり、様々な専門知識を持つ老若男女併せて
5,000名を超えるエンジニアが、培った技術力やリソースを全社で連携し相互活用することで、ニーズに応じた製品や
サービスをお客様に届けておられます。
同社の代表取締役 取締役社長である齊藤譲様は、「我々は、三菱電機エンジニアリング株式会社の一員である前に、
三菱電機グループの一員であり、さらに三菱グループの一員であるという意識を持たねばならない」とおっしゃいます。　
今回のインタビューでは、「三菱グループの根本理念である『三綱領』を基盤として企業経営を行っている」とおっしゃる
齊藤譲様から、「技術者集団」三菱電機エンジニアリング株式会社の経営戦略について、じっくりお話を伺いました。

もに健やかに働ける会社にする」とい
うものです。そのための環境整備に努
力しています。

ー本日は、お忙しい中、大変ありが
とうございました。

三菱電機
エンジニアリング株式会社は、
三菱電機グループの
不可欠な要素

社員を大切にするのが
三菱電機グループの伝統

一人一人の社員の
将来像に資する人材育成

さん  こう りょう

　私は、今まで三菱電機グループの方

とお会いしたことがなかったため、

齊藤様から伺った三菱電機グループの

仕事のやり方は、大変興味深いお話

でした。特に、三菱グループには、

1934年に制定された根本理念「三綱

領」が現在も生きていることを知り、

感銘を受けました。長い歴史を持つ

老舗企業には、バックボーンがあるの

だな、と感じました。

　今回のインタビューで最も印象的

だったのは、三菱電機グループが社員

を大切にする伝統を有していることで

あり、齊藤様ご自身がそれを実践して

いると思いました。

聞き手：当協会専務理事
前野 陽一
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三菱電機エンジニアリング株式会社

三菱電機グループ向け開発・設計／
設計ソリューション／e-ソリューション&
サービス／産業・メカトロシステム／
FA 機器・システム／社会空間 ICT
機器／映像・監視セキュリティ機器
／空調・冷熱関連機器／音響機器・
システム／応用技術製品／医療関連
機器
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